
２．指針に定める措置の内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 対象物質等を労働者に製造し、又は取り扱わせる事業者は、指針に定める措置を講じる
必要があります。 

ア 事業場における対象物質等の製造量、取扱量、作業の頻度、作業時間、作業の態様等を勘案し、必
要に応じ、危険性又は有害性等の調査等を実施し、その結果に基づいて、次に掲げる作業環境管理に係
る措置、作業管理に係る措置その他必要な措置を講じてください。 
（ア）作業環境管理 
   ① 使用条件等の変更 ② 作業工程の改善 ③ 設備の密閉化 ④ 局所排気装置等の設置 
（イ）作業管理 
   ① 作業を指揮する者の選任 
   ② 労働者が対象物質にばく露しないような作業位置、作業姿勢又は作業方法の選択 
   ③ 呼吸用保護具、不浸透性の保護衣、保護手袋等の保護具の使用 
   ④ 対象物質にばく露される時間の短縮 
イ 上記アによりばく露を低減するための装置等の設置等を行った場合、次により当該装置等の管理を
行ってください。 
（ア）局所排気装置等については、作業が行われている間、適正に稼働させること。 
（イ）局所排気装置等については、定期的に保守点検を行うこと。 
（ウ）対象物質等を作業場外へ排出する場合は、当該物質を含有する排気、排液等による事業場の汚染
の防止を図ること。 
ウ 保護具については、同時に就業する労働者の人数分以上を備え付け、常時有効かつ清潔に保持して
ください。また、労働者に送気マスクを使用させたときは、清浄な空気の取り入れが可能となるよう吸気口
の位置を選定し、当該労働者が有害な空気を吸入しないように措置してください。 
エ 次の事項に係る基準を定め、これに基づき作業させてください。 
（ア）設備、装置等の操作、調整及び点検 
（イ）異常な事態が発生した場合における応急の措置 
（ウ）保護具の使用 

（１）対象物質へのばく露を低減させるための措置 
※対象物質のうち有機溶剤、特定化学物質に該当する物質（２ページの表を参照）については、これら
の措置のうち、有機溶剤中毒予防規則（有機則）、特定化学物質障害予防規則（特化則）で義務付けら
れているものは、有機則、特化則の規定が優先されます。 
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